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実践報告
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福井CST養 成 ・支援事業の一環 として,坂 井市小学校教育研究会理科部会主催事業 「わ くわく理科ラ

ン ド」に大学院生と学部3年 生が参画 し,現 職教員 との協働により坂井市の児童4～6年 生約270人 が参

加 した体験型科学実験を分担 した。理科実験教室の企画講師経験がない学部3年 生(初 級CST養 成プロ

グラム受講者)が 講師を務めるにあた り,大 学院生(中 級CST養 成プログラム受講者)と 現職教員(上

級CST)が その企画を支援 した。 ここでは,学 部3年 生が実験企画講師を担当した事業を通 じ,地 域と連

携 した小学校理科支援の可能性を探った。

キー ワー ド:サ イエ ンス ・コ ミュニケーシ ョン,

小 学校,大 学生

理 科 教 育,コ ア ・サ イ エ ン ス ・テ ィ ー チ ャ ー(CST),

1.は じめに

サイエンス ・コミュニケーションとは,科 学に関わる

情報を専門家である科学者などと一般の人とがや りとり

することを表す用語であり,教 育の中でも使われるよう

になった。教育分野で用い られる場合には,小 中高大教

員や研究者が学校以外の場所で子供たちに科学体験を行

わせ,そ の意味を伝えることを目的とすることを指す場

合が多い。すなわち普段,科 学に触れることが少ない小

中学生などに科学と触れ合 う機会を設け,科 学を身近に

感 じさせる体験である。この1つ の例としては 「青少年

のための科学の祭典」が挙げられる。1992年 の東京都な

どでの開催をかわきりに 「青少年ための科学の祭典」が

全国に広がった。その後現在まで,全 国各地で数多くの

「青少年のための科学の祭典」やこれに類する科学イベ

ン トが実施されている。

福井県内でも2001年 以降,毎 年 「青少年のための科学

の祭典」が開催されている。福井県児童科学館で開催さ

れる 「青少年のための科学の祭典福井大会」には,小 中

高校や大学の教員が実験企画講師として参加 してお り,

本学教育地域科学部で理科を専攻する学生も実験企画講

師の補助スタッフなどの形で参加 している。また2008年

か らは福井県教育委員会によって企画されたサイエンス

博士派遣事業も継続実施されてお り,登 録された多くの

実験講師が県内各地に派遣され,実 験教室などの,小 中

学生向けの科学イベン トが数多く開催されている。

従来,こ のようなサイエンス ・コミュニケーションの

活動を中心的に担っていたのは,小 中高理科教員や大学

教員であった。近年では大学生が実験企画講師になるこ

とも増えてお り,大 学生が講師を務めるための形として

いくつかの手法が報告されている。

千歳科学技術大学で行われた大学開放推進事業 「大学

Jr,サイエンス事業」では,大 学生がTAで はなく主体的

な指導者になり,従 来は参加者であった高校生がチュー

ター役を務め,小 学生に実験指導を行った実践が報告さ

れている(長 谷川,石 田ら,2005)。 チューター役の高

校生の指導も大学生が行 うため,大 学生が高校生に教え,

大学生と高校生が小学生に教えるとい うリレーティーチ

ングになる。この取 り組みを通 して,高 校生の学習の動

機付けに貢献 した り,大 学生にとっても実験で見 られた

現象に対する知識の再構築や効果的なプ レゼンテーショ

ンを行 うためのスキルの重要性を認識 した りするきっか

けとなったようである。

東京学芸大学で実施されたフレン ドシップ事業 「自然

ふ しぎ体験理科実験教室」では,初 等教員養成課程理科

系の2年生対象の授業科 日 「科学教材企画研究論」の中

で,学 生が指導者役を務めるだけではなく,広 報や会場

設営,受 付 ・会計なども担当する形で行われた実践が報

告 されている(鎌 田,2011)。 実践活動の評価について

も学生自身が行 う。学生は面白い実験をそのままやれば

子供たちにとって楽 しい教室ができると考えがちであっ

たが,実 験教室を企画 ・運営する中で,周 到な準備や教

材研究が不可欠であることを体験的に学び,楽 しさのみ

を追求 していては理科の授業が成立 しないことを知るこ

とができたようである。

福井大学と福井県教育庁が共同で実施する福井コア ・

サイエンス ・ティーチャー(以 ドCSTと 略)養 成 ・支援
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事業では,こ こまでに紹介 したような,学 部生を対象と

したサイエンス ・コミュニケーション活動を養成プログ

ラムに組み込んでいる。CST養 成 ・支援事業は,「 理科

の指導力に優れた小 ・中学校教員であり,自 ら教育実践

を行 うと共に,研 修会や教材企画で中心的な役割を果た

すことが期待されている教員」の養成と支援を目的とし

ている。福井CST養 成 ・支援事業では現職教員だけでな

く,学 部生や大学院生も対象としている。初級CST養 成

プログラム受講者である学部生は初級CST養 成プログラ

ム修r認 定のために 「科学コミュニケーション」のポイ

ン トを課されている。ポイン ト認定には 「青少年のため

の科学の祭典」などの科学イベン トで実験講師を務める

必要がある(大 山,淺 原 ら,2013)。

図1全 体の組織体制
2.研 究の目的

学部生の間に小中学生を対象とした指導経験を積む機

会は決 して多 くない。一方,CST養 成 ・支援事業を継続

している福井県では,大 学と県教育委員会,お よび小 ・

中学校教育研究会理科部会などの交流が 目常的に行われ

てお り,実 験講師派遣の依頼も多い。

今回実験を担当したのは,今 年度か ら初級CST養 成プ

ログラム受講生となっている学部3年 生である。彼 らは

これまでに,「青少年のための科学の祭典」に補助スタッ

フとして参加 したことはあるが,自 分たちが考えたプロ

グラムを使って,小 学生の前で実験を行った経験はない。

また教育実習も未経験である。このような,経 験の全く

ない,あ るいは少ない学部生が企画 ・講師を務めること

ができるようにするためには,科 学コミュニケーターを

育成するシステムが必要となると考えた。今回のプロジェ

ク トでは上級CST(現 職教員)が ア ドバイザーとな り,

中級CST養 成プログラム受講者(大 学院生)が 初級CST

養成プログラム受講者(学 部3年 生)を 支援するとい う

形を理想 として,CST事 業の中で,中 堅現職教員と学部

生 ・院生が交流するシステムを目指 した。

そのため,こ れまでに自らプログラムを作成 し実験を

行った経験のある中級CST養 成プログラム受講者(大 学

院生)が サポーターとなり逐次相談にのった。ア ドバイ

ザーとなった中級CST養 成プログラム受講者(大 学院生)

は,自 分でプログラムを作成 し実験を行った経験はある

が,実 験教室を開催させることを目的として学部生の指

導に当たった経験はない。そのため,サ ポーターの中級

CST養 成プログラム受講者(大 学院生)に 対してのア ド

バイザーは,上 級CST(現 職教員)が 担当した。なお,

このシステム全体の統括は福井CST事 務局が担当した。

図1に 今回の組織図を示す。CSTは 縦の繋が りの中で

ア ドバイスとサポー トを行 う。CST事 務局は対外的な機

関との連絡 ・調整を行 う。このように接続関係で支援 ・

ア ドバイスを行 う体制にすることで,そ れぞれが学び合

えるシステムになると同時に,今 後も継続的できるシス

テムになることを期待 した。

また,教 育研究会理科部会や教育委員会が主催する科

学イベン トに,将 来小中学校での理科教員を目指す初級

CST養 成プログラム受講者(学 部3年 生)が 講師として

参加することで,小 中学生対象の実験教室の企画や講師

を体験できるだけでなく,多 くの現職教員との世代間交

流を図ることもでき,新 たな協働的学びの場と捉えるこ

ともできる。

本研究では,実 験教室までの流れと実験教室の実際を

検証するとともに,参 加児童や実験講師を務めた学部生

に対するアンケー ト結果を分析 し,取 り組みの有効性を

探った。さらに本取 り組みを通 じた小学校理科教育に対

する支援の方向性についても検討 した。

3.実 践の概要

3.1わ くわく理科ラン ドについて

初級CST受 講者が実験講師を務めた 「わくわく理科ラ

ン ド」は,約10年 前か ら開催されている坂井市教育研究

会理科部会主催の夏休みの小学生向け実験 ・工作教室で

ある。主に坂井市内の小学校教員が実験講師を務め,理

科実験や工作を通 して,小 学生が自然の不思議や法則に

触れる機会を増やすための事業として始められ,平 成20

年か ら学習奨励事業として理科実験教室が開催された。

さらに平成22年 か らは 「わくわく理科ラン ド」とその名

称を改め,以 降毎年開催されている。また,体 験活動を

通 して坂井市内の他校の児童と触れ合 うことも目的の1

つであ り,開 始当時は200名 程度の児童が参加 し,10人

の講師が10コ ースを開設 し実施 した。年々参加児童数も

増加 し,今 年度は約290人 の児童が参加 し,16コ ースの

実験教室と全体で参観するサイエンスショーが実施され

た。児童が体験する実験教室については,予 めタイ トル

と内容を示し,参 加を希望する実験教室を調査してグルー

プ分けがなされている。1つ のコースで行われる実験は

45分であり,当 目は決められた2つ のコースに参加する

形式となっている。
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3.2実 験教室までの流れ

実験教室の企画 と実施手順の流れを図2に 示す。 この

手順で実験教室の企画を進めることを担当する学生に伝

え,実 験教室企画に取 り組み始めた。

今回の実践は担当

1実 験の提案

2予 備実験

3リ ハーサル

4前 日準備

5実 験教室 ・後始末

6省 察(ア ンケー ト分析)

図2企 画 と実施の流れ

する初級CST養 成プ

ログラム受講者(学

部3年 生)チ ームが

内容を考え,予 備実

験を行った後のプロ

グラムを,サ ポーター

役の中級CST養 成プ

ログラム受講者(大 学院生)や 上級CST(現 職教員),

および統括するCST事 務局が検証し,修 正点についてア

ドバイスを行 うこととした。

なお,① 実施に向けた依頼団体との交渉や打ち合わせ

および,② 実験に関する準備物の購入まで含めて,実 験

講師となる初級CST養 成プログラム受講者(学 部3年 生)

が行 うこととした。

4.実 践

今回の事業で企画 し実施 した内容は,「 洗濯の りの実

験」と 「低温の現象」の2つ であり,そ れぞれの企画に

対 して,3人 の学部3年 生が担当した。また企画を進め

るに当たりサポーター役の中級CST養 成プログラム受講

者(大 学院生)の 役割を次のように整理 した。

1)初 級CST養 成プログラム受講者(学 部3年 生)の

活動に対 してのサポー トとファシリテー ト

2)CST事 務局や上級CST(現 職教員)と 初級CST養

成プログラム受講者(学 部3年 生)の 仲介

3)企 画状況の把握

4)初 級CST養 成プログラム受講者(学 部3年 生)の

スケジュール管理

中級CST養 成プログラム受講者(大 学院生)が1)～

4)の 役割を果たす ことで,初 級CST養 成プログラム受

講者(学 部3年 生)が,学 びながら講師を務めるための

準備を進めることができる環境を支援できると考えた。

今回実践 した実験教室の企画では,中 級CST養 成プログ

ラム受講者(大 学院生)が 準備段階か ら関わることでサ

ポーター としての役割を果た し,さ らに初級CST養 成プ

ログラム受講者(学 部3年 生)とCST事 務局 ・上級CST

(現職教員)の 仲介役 としても機能 していた。

準備の各段階で中級CST養 成プログラム受講者(大 学

院生)が 行った支援の内容を図3に 示 した。その詳細に

ついて,次 の4.1～4.6で 論 じる。

4.1実 験の提案

4.1.1初 級CST養 成プログラム受講者の取 り組み

テーマの設定は実験担当者である初級CST養 成プログ

ラム受講者(学 部3年 生)が 行った。これまで実験企画

段 階 課 題 支援やア ドバイス

1実 験の提案 ・実験 テー マ ・実験の調べ方

・実験内容 ・実験の 目的や取 り組

ませたいこと

・実験のインパ ク トを

大切に

2予 備実験 ・上 手 くい か な ・実験方法

い実験がある ・物品の購入場所 ,購

・予算と物品の 入方法

購入について ・今 後 の ス ケ ジ ュ ール

3リ ハ ー サ ル ・実践の見せ方 ・実験の提示の仕方

・安全確認 ・液体窒素に物体 を入

れる順番
・解説内容について

・換気 ,液 体窒素の取

り扱い

4前 日準備

5実 験教室 ・安全確認 ・安全確認

・実験内容 ・実験の見やすさ

・後 始 末 ・1回 目 と2回 目 で 実 験

内容を変える

・後始末を参加児童 と

行 う。

6省 察 ・実験中の講師の態度

とTAの 役割

・安全指導

準備と後始末

図3各 段階における課題とア ドバイス

講師の経験がないため,本 人達の興味のある10程度の実

験テーマの中か ら絞 り込み,実 際に実演する2テ ーマを

決定した。絞 り込みに当たっては,実 験に関する書籍や,

ホームページなどを参考に考えた。この結果,実 施が決

まった内容は,「 低温の科学」 と 「洗濯の りの科学」で

ある。低温の科学では,氷 や液体窒素を使った演示と体

験を含んだ実験を企画 した。洗濯の りの科学では,洗 濯

の りを使いスライムやスーパーボールを作る内容を企画

した。小学生が体験 したことのある実験に,未 体験の実

験を追加することで,理 科に興味を持たせる内容とした。

4.1.2中 級CST養 成プログラム受講者のサポー ト

テーマの設定にあたって 「実験 目的の設定」の重要さ

を伝え,更 に 「実験の調べ方」について支援 した。

「実験 目的の設定」では,初 級CST養 成プログラム受

講者(学 部3年 生)に 対 して子どもにどんなことを学ん

だ り感 じた りしてもらいたいのかをはっきりさせてか ら

実験を選択するよう伝えた。これは初級CST養 成プログ

ラム受講者(学 部3年 生)の 企画する活動をより深い活

動にものにするためと,実 験を選択する上での基準を設

けるためである。

「実験の調べ方」では,今 回は 「青少年のための科学

の祭典福井大会実験解説集」等の資料を渡 し,こ の解説
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集を参考に実験内容に自分たちなりの工夫を入れ考える

ように支援 した。企画の最初の段階であり,様 々な分野

の実験内容や演示方法に触れることをね らい,数 年分の

実験解説集(青 少年のための科学の祭典福井大会実行委

員会,2007～2014)等 の科学イベン トの資料を渡 し,参

考にするよう伝えた。

4.2予 備 実験

4.2.1初 級CST養 成 プログラム受講者の取 り組み

予備実験 はそれぞれのチー ムに分かれて行 った。予備

実験 を通 じて実験 に必要 な物 晶の確認 も行 った。

「低 温の科学 」チー ムは,液 体窒 素(左 巻,1996)や

過 冷却の実験(前 野,平 松,1999)の 行 い方や行 う順番

を参考 に し,上 級CST(現 職 教員)と 相 談 しなが ら予備

実験 を進 めた。液体窒素 を自分た ちで使い実験 を行 うの

が初 めてだ ったた め,液 体窒素 を使 う場合の安全指導 も

同時 に上級CST(現 職 教員)が 行 った。

「洗濯 の りの科 学」チー ムは,資 料(左 巻,1993:淺

原,石 田 ら,2014)を 参 考 に して実際 にスライ ムとスー

パー ボール を試作 した。 この過程で実際 に作製 し,作 り

方の確認や完成 品の手触 りや見た 目を確認 した。

4.2.2中 級CST養 成プログラム受講者のサポー ト

予備実験の際には 「進行状況の確認」と 「必要な物品

の確認」を行った。

「進行状況の確認」では,実 験準備の進行状況や主催

者である理科部会 との打ち合わせの状況等を初級CST養

成プログラム受講者(学 部3年 生)に 確認 し,リ ハーサ

ルに向けての 目程調整や連絡を行った。

「必要な物晶の確認」では,「 どの物晶をどれだけの数,

いつまでに用意するのか」とい うことを実験準備の進行

状況の様子を見なが ら初級CST養 成プログラム受講者

(学部3年 生)に 確認するかたちで支援 した。

4.3リ ハ ーサル

4.3.1初 級CST養 成 プログラム受講者の取 り組み

リハーサル は当 日と同 じ流れ になるよ うに,そ れぞれ

のチー ムが相 手チームを参加 児童 と想定 し,中 級CST養

成 プ ログラム受講者(大 学院生),上 級CST(現 職 教員),

お よびCST事 務 局の担 当者 らで ある参観者 の前で行った。

「低温 の科学 」チームは,過 冷却 と液体 窒素の実験,「 洗

濯の りの科学」チー ムは,ス ライ ムとスーパー ボールの

実験 を行 った。

る液体窒素が入っているジュワー瓶と子どもとの距離の

他,初 級CST養 成プログラム受講者 自身の液体窒素の扱

い方について上級CST(現 職教員)と 再確認するように

伝えた。

「洗濯の りの科学」チームに対 しては,「 片付け」 と

「実験道具」の2点 について支援 した。「片付け」では,

スライムの実験か らスーパーボールの実験に切 り替える

時と実験後の教室整備の際にどのように片付けを行 うと

スムーズにできるのか考えるように伝えた。「実験道具」

はでは,参 加する子どもの年齢を考えて,な るべくこぼ

れにくく作業 しやすいようなサイズの道具に変更すべき

だと伝えた。

4.4前 日準備

前 日準備 は初級CST養 成 プ ログラム受講者(学 部3年

生)の みで行い,運 搬す る物 品の確認 と整理,当 日の ス

ケ ジュールの確認 を行 った。

4.5実 験 教 室

4.5.1「 洗 濯の りの実験」の流れ

今回の事業で は,児 童が入れ替わ り45分 の教室 を2回

行 った。最初の予定で は,下記 の①か ら③か らなる同 じ

内容 を2回 行 う予定で あった。 しか し実際 に実施 した と

ころ,1回 目で は時 間が長 引き,① と② しかで きなか っ

たた め,2回 目は① に続 き,③ の 内容 を行 った。

①本 日の活動 内容 を知 る(10分)

本 日の活動で スライ ムを作製す ることを子 どもた ちに

伝 えた。また,こ れまで にスライ ムを作製 した経験が あ

るか,ど ん な場所で作製 したか を子 どもた ちとコ ミュニ

ケー シ ョンを取 りなが ら探 ることで,参 加 してい る子 ど

もた ちの様子 を見取 っていた。

②ス ライ ムを作製す る(35分)

子 どもた ちに水,洗 濯の り(PVA),絵 の 具を配布 し,

そ れ らをプ ラスチ ックカ ップ に入 れ混ぜ させ た。初 級

CST養 成 プ ログラム受講者(学 部3年 生)が ホ ウ砂 を加

えてい きスライ ムを作製 した。

③ スライ ムをスーパー ボール にす る(35分)

ス ライムの作製後,「 このスライムに何 を加 えた らスー

パー ボール になるのだ ろ う」 と子 どもた ちに質 問 し,そ

れぞれの考 えを発表 した。子 どもた ちの発表後,食 塩 を

加 えることでスーパー ボール になることを伝 え,別 の容

器でスーパーボール を作製 した。作製後は 自分のスーパー

ボール に触れ,そ の手触 りや感触 を体感 した。

4.3.2中 級CST養 成 プログラム受講者のア ドバイス

「低温 の科学 」 チーム に対 しては,「 実験 の流れ」 と

「安全管理 」の2点 につ いて支援 した。 「実験の流れ」で

は,液 体窒素の実験 を どの よ うな順番で行 うべ きなのか,

最 初 に設定 した実験 目的 と照 らし合わせて,も う一度練

り直す よ うに伝 えた。 「安 全管理」 では,実 験 時にお け

4.5.2「 低温の実験」の流れ

①本 日の活動内容を知る(10分)

本 目の活動で低温の実験をすることを伝えた。身のま

わ りにある低温や高温のものについて質問し,温 度につ

いての意識を持たせた。
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図4液 体窒素に風船を入れる実験

②過冷却の実験(10分)

最初は過冷却の演示実験を行った。過冷却とい う現象

を説明するため,過 冷却水の温度を測 り,0℃ 以下になっ

ても水が凍っていないことを確認させた。次に,2mm角

の氷の粒を入れて,氷 が入 った瞬間に水が凍 り始める

「過冷却現象」を見せた。児童の代表者に過冷却水の入っ

た試験管を持たせ,同 様の実験を行わせた。

③液体窒素の実験(25分)

クイズ形式で,使 用する液体窒素の温度が地球上で最

も寒い南極の温度より低いことなどを話 し,実 際に電子

温度 計で液体窒素の温度 を測 り,低 温(-196度)で ある

ことを確認させた。以降の実験もクイズ形式で予想させ

なが ら行った。

植物の葉を液体窒素に入れるとどうなるか,予 想させ

た後実験で確かめた。葉が堅くなり,手 で触るとボロボ

ロと崩れる様子に児童は驚いていた。次に細長風船(ペ

ンシルバルーン)を 入れた。割れるのではないかと予想

する児童もいたが,液 体窒素に入れると風船が小さく縮

み,液 体窒素か ら出すと風船が割れることなく元の大き

さに戻る様子に興味を持っていた。細長風船を使い,動

物型にした風船(バ ルーンアー ト)で も同様に実験を行っ

た。次に,液 体窒素にマシュマロを入れるとマシュマロ

は固くなる。それを口の中に入れると,冷 たく感 じる事

と,マ シュマロ独特の柔 らかさがなくなってお り,か む

と崩れる様子を体験することができた。児童もマシュマ

ロを口に入れその感覚を楽 しんでいた。

4.5.3中 級CST養 成プログラム受講者 ・上級CSTの 支援

2つ のチームが活動をしたため,中 級CST養 成プログ

ラム受講者(大 学院生)とE級CST(現 職教員)が それ

ぞれの支援を担当した。

中級CST養 成プログラム受講者(大 学院生)は 「洗濯

の りの科学」チームを支援 した。活動の進行,児 童との

かかわ りは初級CST養 成プログラム受講者(学 部3年 生)

が中心になるように,物 品の準備や片付け等をサポー ト

した。活動中には,子 どもの様子や物品および教室の状

態,時 間など活動に関する情報を初級CST養 成プログラ

ム受講者(学 部3年 生)と 共有 した。

上級CST(現 職教員)は 「低温の科学」チームを支援

した。液体窒素を使用することか ら,特 に安全面を中心

に配慮 した。同じ内容実験を2回 行 うため,1回 目の活

動を終えその様子か ら,児 童がより実験を体験できるよ

うに,2回 目の実験内容の変更をア ドバイスした。また,

実験後,机 上の実験器具の後始末などを1回 目は自分た

ちのみでしてしまったが,2回 目は参加 した児童にも使っ

た器具を元の場所に戻すなど一緒に後始末にも参加させ

るよう伝えた。また,実 験中の講師の態度と講師と副講

師の役割分担についても伝えた。初めて集団の前で実験

をしたため,主 実験講師が一部の児童だけを相手に話し,

全体に配慮することができていない場面があったためで

ある。

4.5.4参 加 児童の感想

参加児童の感想 を図5に 示す。今回,実 験直後 にその

場で アンケー トを行 うことがで きなか ったた め,後 目一

部の参加児童 に対 して アンケー トを行 った。

「洗濯の りの科 学」 と 「低温 の実験 」の2種 類 の実験

があ り,そ の中でもそれぞれ 「スライム」,「スーパーボー

ル」,「過冷却」,「液体窒素」の4つ の 内容 に分かれてい

るが,参 加児童の感想 は 「実験 に対す る驚 き」,「実験の

楽 しさや喜び」,「実験 内容の理解」の3つ に分類す るこ

とがで きた。

今回選んだテーマの実験 について驚いた り,楽 しんだ

りしてい る様子か ら,今 回企画 した実験 内容が対象 とす

る児童 に合 っていた ことが分か る。

「実験 内容 の理解 」 につ いて 「洗濯 の りの科学 」で は

洗濯の りや ホウ砂 など,使 った薬 品に触れ る内容での記

述が見 られた。一方 「低温の実験」で は実験 内容の理解

に関す る記述が見 られ なか った。低温の実験で も内容の

理解 に関わ る説 明は行われていたが,今 回,児 童か らは

その感想 は得 られ なか った。

4.6省 察

教室終r後,講 師を担当 した初級CST養 成プログラム

受講者(学 部3年 生)に 対するアンケー ト調査を行った。

アンケー ト調査の結果を図6に 示す。今回はサンプル数

が少ないため,ア ンケー ト調査結果を分析せず,省 察に

のみ使用 した。

講師を務めた全員が楽 しかったと答えている。その理

由として,① 児童の反応を見る事ができたことや,② 児

童に説明する経験ができたとい う,教 える経験に楽 しさ

を感 じていることが分かった。

大変だったこととして,① 準備不足を感 じたことと,

②多数の児童に声を掛けなが ら教室を進めることが述べ

られている。当日に至る準備段階や リハーサルでは楽 し

そ うに行っている様子を見ることができてお り,準 備に
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①洗濯のりの科学

○実馬剣こ対す る驚 き

・ス ーパ ー ボ ール で は洗 濯 の り,水,ホ ウ砂 な ど を使 って 作 っ

たか らす ごい と思 った。 家で作 ってみ た い。

・スー パー ボー ルが ス ライム か らで きる と知 りび っ く りした。

・ス ライ ム に食塩 水 を加 え るだ けで で きる と知 りび っ く りした 。

○実験 の楽 しさや喜 び

・ス ライ ム を作 るのが楽 しか ったの で良か った。2名

・ス ー パー ボ ール は はね は しなか った け ど,さ わ り ごこち が 良

か った 。

・ス ー パー ボ ール は 作れ な か った け ど,ス ライム が 作れ た の で

うれ しか った。

・スー パー ボー ル は初 めて作 ったの で とて も楽 しか った。

・ス ー パー ボ ール を作れ て ,そ して 少 しだ けど はね た ので 嬉 し

か った 。

○実験 内容 の理 解

・ス ーパ ー ボ ール が 洗濯 の り,水,ホ ウ砂 で 作 る と初 めて 知 っ

た 。

・スー パー ボー ル はス ライム か らで きて い るこ とが分か った。

・ス ー パー ボ ール が ス ライ ム か ら作 れ る こ とを知 らなか った の

で,知 れ て 良か った 。

・身 近な もの で スー パー ボー ルが 作れ ると い うこ とが分 か った 。

・塩水 を入 れ てスー パー ボー ル にな るなん て知 らなか った 。

・ス ライ ムで い ろい ろな ことが知 れ て良か った。

②低温の実験

1わ くわく理科ランドに参加して楽しかったか

すごく

楽しかった
楽 しか った

あまり楽しく

なかった

全 く楽 し く

な か った

1 5 0 0

2参 加 して楽 しか った こ と

・児童の反応を見ることができたこと2名

・児童に説明する経験ができたこと1名

3大 変 だ った こ と

・準備不足を感じたこと6名

・多人数の児童に声を掛けながら教室を進行すること2名

4自 分に役立つと感じている事

・児童の実際の反応を見ることができたことが,授 業を行う際

に役立つと感じている2名

・実験の説明したこと1名

5教 室を担当した感想

・実際に自分で運営する際の留意点を学ぶことができた

・準備不足を感じ,今 回の経験を活かしてもう一度やって

みたい。
・子供との活動の楽しさを改めて感じた

・教育実習に生かせる経験だと感じている

2名

2名

○実馬剣こ対す る驚 き

・氷 に もい ろい ろなす ごい こ とが あるの だ と思 った。

・冷た い世界 で は,窒 素 に葉 っぱを いれ た らぱ りぱ りです ごか っ

た 。

○実験 の楽 しさや喜 び

・す ぐに こお った りす る とこ ろが見 えて楽 しか った。

・普段 体験 で きなか った ことな ので楽 しか った。

・知 らな い ことが い っぱ いあ って とて もわ くわ く した。 とて も

楽 しか った ので また行 きたい 。

図5実 験教室に参加 した子どもの感想(〃=19)

関してもきちんとできていると感 じていたようであるが,

事業当日になりコースの準備を進めている段階や教室を

行いなが らも準備不足を感 じたようである。

今後に役立つと感 じていることとして,実 験の際の児

童の反応を見ることができたことが述べ られている。教

育実習を終えていない初級CST養 成プログラム受講者

(学部3年 生)に とっては,授 業形式で児童の反応を見る

ことができたことが自身の学びに役立っと感 じていると

考えられる。

感想としてはここまでに挙げられた点について,も う

一度触れ られている。内容としては,「実験教室の運営」,

「準備」,「児童と活動す ること」,「教育実習に活かせる

経験」であり,将 来教員を目指す学生にとって有用な経

験ができたと感 じる感想であった。

また,講 師を務めた初級CST養 成プログラム受講者

(学部3年 生)の 省察の場で,上 級CST(現 職教員)が,

今回の全体の成果と課題に関する講評を行った。本実践

の振 り返 りと,実 験教室と教育実習や学校現場の違いな

ど触れ,事 前実験準備を丁寧に行 う大切さや授業の時の

教師の態度や役割など授業に活かせることを中心に伝え

た。

図6実 験教室で講師を務めた感想(N=6)

5.ま とめと今後の課題

今回の実践を振 り返ると,初 めて実験講師を担当する

初級CST養 成プログラム受講者(学 部3年 生)を,中 級

CST養 成プログラム受講者(大 学院生)が 支援するとい

うシステムは有効に機能 していたことが分かった。この

ように結論 しうる点として,初 級CST養 成プログラム受

講者(学 部3年 生)が 悩んだ各場面で中級CST養 成プロ

グラム受講者(大 学院生)が 複数回にわた りサポー トし

ている点が挙げられる。小学校か ら高校までの段階と異

なり授業外で大学では細かい指導を受ける場面は少ない。

しか し初めて活動する中で相談できる相手や,活 動を確

認 しア ドバイスされる環境は必要である。この点におい

て,上 級生が ド級生を支援する今回のシステムは機能 し

ていたように感 じる。また講師を務めた初級CST養 成プ

ログラム受講者(学 部3年 生)が 今回の経験を 「教育実

習に生かせる経験」,「子供との活動の楽 しさを感 じた」

と答えていることから教育的効果もあったと考えられる。

また,サ ポーターになった中級CST養 成プログラム受

講者(大 学院生)は 指導者を支援する経験を積むことが

できた。このような支援の経験は,教 員になり学校に勤

務 したときには,グ ループ活動を支援する場面で有効に

なるのではないだろうか。

また参加 した児童の感想を読むと,児 童が実験に驚き

や楽 しみ,喜 びを感 じていることが分かる。これまで実

験講師の経験がない初級CST養 成プログラム受講者(学

部3年 生)が 行った内容であるが,小 学生はその実験を

楽 しむことができている。このような経験は,小 学校で

の理科教育にも生きてくるのではないだろうか。また,

実施中に,小 学校教員が実験を見に来た,実 験終r後 小

学校教員と学生が会話 し感想を聞き合 う場面もあり,学

生にとっても小学校教員にとっても普段できない経験が
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で きていた と思われ る。

6.お わ りに

これまで実験教室などでの講師を務めたことがない初

級CST養 成プログラム受講者(学 部3年 生)が,企 画や

講師の経験を通 して科学イベン トの運営に携わ りなが ら

科学コミュニケーションについて学ぶことができる体制

は今後も重要である。今回の実践例では,上 級CST(現

職教員)や 中級CST養 成プログラム受講者(大 学院生)

が初級CST養 成プログラム受講者(学 部3年 生)の ア ド

バイザーやサポーターになり,質 問 ・ア ドバイスできる

体制にすることで初級 ・中級 ・上級CST・ 養成プログラ

ム受講者間でお互い学び合 う体制を作 り上げることがで

きた。このような学びの場が今後も継続されるためには,

大学と教育委員会,教 育研究会理科部会との協力体制を

これか らも維持する必要があろう。
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